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1. はじめに 

現代の教育環境は急速なテクノロジーの進化と

デジタル化により大きく変革されている。例え

ば、拡張現実（AR：Augmented Reality）技術の

急速な発展は、教育分野に新たな可能性をもた

らし、学習の方法と体験を変えつつある。[1.2] 

本研究では、Bring Your Own Device1 (BYOD)

によるスマートキャンパスへ向けて、ユーザの

キャンパスの体験や生活をより豊かにするため

の研究を行う。そこで、学生が日常的に過ごす

環境において、特定の情報を得る際の行動が場

所と結びついているという点に着目し、大学内

の情報をロケーションベースで提供する AR ソフ

トウェアを開発する。なお、本研究におけるユ

ーザは、学生を対象とする。教育に AR 技術を導

入した先行研究は、教材や学習体験にフォーカ

スしたものが多い。一方で、キャンパス全体に

AR 技術を活用した研究事例は少ない。そこで、

本研究では、キャンパス全体に AR 技術を用いた

ソフトウェアを開発し、開発手法及び、ユーザ

アンケートを実施し、それらが教育 DX に有効か

否かを明らかにすることを目的とする。 

 

2. ソフトウェアの開発方法 

本研究では、iOS に対応した AR 技術を用いたソ

フトウェアを開発した。開発環境および手順を

示す。 

2.1 開発環境 

開発ソフトウェア Unity2021.3.23f1 
OS MacOS Ventura 13.1 
開発⾔語 C# 
テストデバイス iPhone X 
その他 Mapbox-unity-sdk v2.1.12 

2.2 Map の導入 

Mapbox-unity-sdk をインポートする。Mapbox の

Web ページにて Access token を発行し、Unity

の MapboxSetup 画面で Access token を紐付け

る。デバイスの画面に表示する地図座標は Unity 

Inspector Window で指定する。 

2.3 オブジェクトにイベント設定 

EventPointer.cs を作成し、クリックマーカーに

EventPointer.cs を Add Component する。そして

オブジェクトの機能を記述する。 

2.4 ビルド 

開発したソフトウェアがデバイス（iPhone）で

動作するように実装する。Unity3D を用いてター

ゲット OS を iOS とし、ビルドを実行することで、

iPhone で実行可能なファイルが作成され、

iPhone のアプリケーションとして動作する。 

 

3. 評価実験 

3.1 評価項目 

本ソフトウェアが教育 DX に有効か否かを明らか

にするため、「求める情報と場所が人間の認知

のなかで一致しているのか」「ロケーションベ

ースの AR ソフトウェアのユーザビリティ」「学

内におけるロケーションベースの AR ソフトウェ

アに対してどのような効果・期待があるか」こ

の三点に焦点を当てた質問を設定し、アンケー

トを実施した。 

3.2 結果と考察 

まず、「求める情報と場所が人間の認知のなか

で一致しているのか」を尋ねる質問で、状況に

応じて利用するソフトウェアと場所が異なるか

について尋ねた回答は、偏りがあることが分か

った。特に「図書館蔵書を検索する」では回答

がソフトウェアは 90％、場所は 100％一致した。

最も回答が分かれた「講義資料を入手する」で

も、ソフトウェアは 100％、場所は 60％の偏りが

あった。3 つの全ての状況で回答に偏りがあるこ

とから、学内の求める情報と場所が人間の認知

のなかで一致していると考察できる。 

次に「ロケーションベースの AR ソフトウェアの

ユーザビリティ」を尋ねる質問で、「ロケーシ

ョンベース AR ソフトウェアは、求める情報にた

どり着き易いと感じますか？」という質問に対
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し、「とても思う」と回答した学生が 30％、

「思う」と回答した学生が 60％と大半の学生か

ら肯定的な意見が得られた。また、「なぜその

ような評価しましたか？」という質問に対して、

「物理的な制限なく必要な情報にたどり着けた

と感じた。」「人に尋ねる、もしくは配布され

た資料を見返すのは手間だから。」「位置情報

に基づいて表示されていて、それぞれの URLを探

すのが楽になりそう。」という意見があった。

よって、現実空間を拡張する AR ソフトウェアは

視覚的に情報源を整理しやすく、対面でのコミ

ュニケーションと比べ、求める情報までたどり

着くことが容易にできるので、ユーザビリティ

が高いと考察できる。 

最後に「学内におけるロケーションベースの AR

ソフトウェアに対してどのような効果・期待が

あるか」を尋ねる質問で、「大学の情報を得る

ために、ロケーションベースの AR ソフトウェア

があれば便利だと思いますか？」という質問に

対して、「とても思う」と回答した学生が

40％、「思う」と回答した学生が 40％で大半の

学生から肯定的な意見が得られた。また、「授

業の情報やお知らせ、学内イベントなどの情報

をロケーションベースの AR ソフトウェアが提供

すれば、学生の体験がよくなると思います

か？」という質問に対して、70％の学生が「と

ても思う」もしくは「思う」と回答していた一

方で、「どちらでもない」と 30％の学生が回答

した。「なぜそのように評価しましたか？」と

いう質問に対しては「どこの教室で何が行われ

ているのかを確認したいときに活用できそ

う。」「教室での授業情報、又はイベント情報

がその時間でわかることで、学内の様子がより

わかりやすくなる。」「場所に応じてページが

指定されているので分かりやすかった。」「参

加したかったイベント、知りたかったことを知

れる場が増えれば、学生体験の向上につながる

と感じた。」「AR の提供が面白いと感じた。既

存の Slack やメールの手段を見てみたい。」など

の前向きな主旨の意見が得られた一方で、「学

生の体験は良くなると思うが、職員や教授、来

客で求める情報が異なると思う。」「授業情報

 
1 BYOD（Bring Your Own Device）個人が私物として所有してい

る PC やスマートフォンを業務に使用する利用形態のこと。 
 

やイベント情報はロケーションベースではな

く、QRコードでいいと思う。」「Web ページを表

示するなら、QR コードのようが便利そうだが、

別の専門的な用途であれば、有意義になると思

う。」「近づけないと表示されないページがあ

るなら、掲示板を見た方が便利な気がする。」

というロケーションベースの AR アプリである必

要性を疑問視する声も一定数あった。しかしな

がら、概ね肯定的な意見が多く、学内でロケー

ションベースの AR ソフトウェアを使用すること

で、「学校へ行くことで取得していた情報が行

かなくても得られること」「情報媒体が混在し

情報を見つけづらいことの解決策」などがメリ

ットとして推測できる。 

 

4. まとめ 

本研究では、ロケーションベースの AR ソフトウ

ェアが教育 DX に有効であるか否かを明らかにす

ることを目的とした。アンケート結果では、本

ソフトウェアはスマートキャンパス化に向けて

概ね肯定的な意見があった。よって、本ソフト

ウェアがユーザのキャンパス体験を向上させる

一助になると考察できる。しかし、対面コミュ

ニケーションや QR 技術でなく、AR 技術を利用す

る必要性に関しては、裏付けが少ないことが課

題である。ロケーションベースの AR ソフトウェ

アを活用し、あらゆる情報媒体を一元化したプ

ラットフォームを確立するためには、ユーザの

情報取得の過程を調査するとともに対面で行わ

れている業務の DX 化を進める必要があると考え

られる。これらに関しては、今後の検討課題と

したい。 
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2 Mapbox-unity-sdk:Unity 開発専用の Mapbox の SDK。

SDK(Software Development Kit)Web サイトやアプリケーション

開発に必要なツール一式が含まれている。 
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